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【会員限定無料・アカデミー】アジャイルなプロダクトづくり～価値探索型プロダク

ト開発を始めよう【録画配信】 (3824015)

JUASデジタル変革リーダー自己育成研究会では、自分自身を「DXを主導するリーダー」に育成していくすべの探究をテーマとし

て活動しています。今回は、先日開催いたしました録画を公開いたします。JUAS会員企業の皆様もぜひご参加ください。

開催日時 2024年12月17日(火) 録画配信開始
2024年12月18日(水)
2024年12月19日(木)
2024年12月20日(金)
2024年12月21日(土)
2024年12月22日(日)
2024年12月23日(月)
2024年12月24日(火)
2024年12月25日(水)
2024年12月26日(木)
2024年12月27日(金)
2024年12月28日(土)
2024年12月29日(日)
2024年12月30日(月)
2024年12月31日(火)
2025年1月1日(水)
2025年1月2日(木)
2025年1月3日(金)
2025年1月4日(土)
2025年1月5日(日)
2025年1月6日(月)
2025年1月7日(火)
2025年1月8日(水)
2025年1月9日(木)
2025年1月10日(金)
2025年1月11日(土)
2025年1月12日(日)
2025年1月13日(月)
2025年1月14日(火)
2025年1月15日(水)
2025年1月16日(木) 録画配信終了

講師 市谷聡啓 氏
（株式会社レッドジャーニー 代表 ）
サービスや事業についてのアイデア段階の構想から、コンセプトを練り上げていく仮説検証と
アジャイル開発の運営について経験が厚い。プログラマーからキャリアをスタートし、SIerで
のプロジェクトマネジメント、大規模インターネットサービスのプロデューサー、アジャイル
開発の実践を経て、自らの会社を立ち上げる。それぞれの局面から得られた実践知で、ソフト
ウェアの共創に辿り着くべく越境し続けている。訳書に「リーン開発の現場」がある。著書に
「カイゼン・ジャーニー」「正しいものを正しくつくる」「チーム・ジャーニー」「いちばん
やさしいアジャイル開発の教本」がある。

会場 オンライン配信（指定会場はありません）

対象 　 会員限定 無料 初級

開催形式 動画視聴

定員 無制限

取得ポイント ※JUASアカデミーはITC実践力ポイント対象セミナーではありません。

特記 ※本録画は、12月11日に開催したアカデミーのアーカイブ配信です。

主な内容

■受講形態

録画視聴のみ　【録画視聴のご注意】
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https://juasseminar.jp/seminar-event/open_seminar/pdf/videoguide.pdf


録画配信期間 ：2024年12月17日～2025年1月16日
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■テキスト

マイページ掲載
■開催日までの課題事項

特になし

※本録画は、12月11日に開催したアカデミーのアーカイブ配信です。

視聴時間めやす：約60分

「あなたのつくっているプロダクトは何ですか？」と問われたとき、何を思い浮かべるでしょうか？

自分が関与している製品名やプロジェクト名、または率いているチームや活動のことかもしれません。

単なるモノや作業ではなくプロダクトというからには、誰かに何らかの価値をもたらしているはずです。

しかし、この価値というところが難しいのです。

「価値（アウトカム）を出してくれ」という要求の捉えどころの無さに苦しみ、どう取り組んでよいのか悩んでいる現場も多いのではない

でしょうか。

2024年9月、『アジャイルなプロダクトづくり』という本が出版されました。

既存事業と新規事業、両方の文脈における価値探索型プロダクト開発を実践的なストーリーで示してくれる好著です。

今回のJUASアカデミーでは本書の著者である市谷さんをお招きし、不確実性に向きあいながら価値を探索していく「アジャイルなプロダク

トづくり」の始め方と実践について伺います。

 
●講師
市谷 聡啓��
氏　　

レッドジャーニー代表、元政府CIO補佐官、
「リーン開発の現場」翻訳者、「カイゼン・ジャーニー」著者、「正しいものを正しくつくる」著者、「チーム・ジャーニー」著者、「いちばんやさしいアジャイル開発の教本」著者、「デジタルトランスフォーメーション・ジャーニー」著者、「組織を芯からアジャイルにする」著者、「これまでの仕事
これからの仕事」著者、「アジャイルなプロダクトづくり」 著者
サービスや事業についてのアイデア段階の構想から、コンセプトを練り上げていく仮説検証とアジャイル開発の運営について経験が厚い。プログラマーからキャリアをスタートし、SIerでのプロジェクトマネジメント、大規模インターネットサービスのプロデューサー、アジャイル開発の実践を経て、自ら
の会社を立ち上げる。それぞれの局面から得られた実践知で、プロダクト・事業、組織の共創に辿り着くべく越境し続けている。

　

●著書
『アジャイルなプロダクトづくり』　
「どうすれば、目の前にあるプロダクトづくりがもっと良くなるのか」
「理屈はわかっていても、自分たちのプロダクトづくりをどう変えていけばよいかわからない」
現場でよく耳にする問いです。本書では、1つのストーリーを通して、仮説検証とアジャイルの実践を追体験しながら、この問いに向き合い、乗り越える方法を学んでいきます。プロダクト開発の現実と理想のはざまにいるすべての人に向けた一冊です。
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＜＜録画配信に際してのご注意＞＞

・視聴期間内に、ご自身のマイページから【動画視聴】ボタンよりご視聴ください。

・視聴期間内は、何度でもご視聴いただけます。

・ご受講に必要なPC等のハードウェアや通信環境は、ご受講者様ご自身でご用意ください。

・動画や画像、音声の撮影、録画、録音は一切禁止とさせていただいております。

・視聴期間の延長や変更、講義に関する質疑応答、はお受けできませんので、あらかじめご了承ください。


